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現職　　　　　　　　　　　　　　　


氏名　　　　　　　　　　　　　　　
１．医学教育
①　学生（大学院生を含む）に対する講義、実習経験（担当分野と担当年数）
　　　担当分野　　　　　講義・実習区分　　　　　　担当年数
②　これまで基礎医学教育、基礎と臨床の融合教育において試みてこられた工夫等について記載してください。
　③　これまでの教育（講義・実習）に関する自己評価と学生による評価についてお書きください。

④　医学教育の国際基準2012 年版に沿った教育プログラムの見直しが各大学で進んでいます。今後、優秀な臨床医を育成していく中で、基礎医学教育（薬理学）としてどのような取り組みを行うべきか、お考えがあれば記載してください。

⑤　研究マインドを持たない医師が増えており、将来の日本の医学・医療のレベル低下に結びつくことが危惧されています。医学教育の中で研究マインドを醸成するための方策等についてお考えがあれば記載してください。
２．研究
①　教室員その他に対する研究指導実績（できるだけ具体的に）

②　施設内における専門的な研究グループの指導的位置にあるとすれば、その名称と年数

③　他施設との共同研究の実績（研究グループを結成しているなら、その名称、役割および年数）
④　提出いただいている研究業績目録の中で、Web of Scienceによる被引用回数の多い順に10編の原著論文とその被引用回数を以下に記載してください。（論文の記載様式は研究業績目録と同様で、筆者名、雑誌名なども記載）

３．薬理学とその関連事項

①　これまでの薬理学研究において顕著な業績のある領域とその内容を２００字程度でわかりやすく記載してください。

②　分子のレベルから個体まで総合的に研究を進めてきた経験がありましたら、具体的に記載してください。
③　創薬・育薬などの薬物の疾病治療への応用を視野に入れた薬物治療への基盤研究を行った経験がありましたら、具体的に記載してください。
④　当大学には薬物治療学分野（旧臨床薬理学講座）があります。同分野の教育・研究・管理運営との関係についてお考えがあれば記載してください。
４．大学・施設の管理運営

①　大学・施設内における役職、各種委員会の名称と年数
   (注)管理・運営関係以外で特記すべき役職経験があれば余白に記載してください。

　　　　役職名　　　　　　　　　　　  年数

　②　附属病院又は貴施設における臨床研究・治験などに関係する委員等の経験がおありでしたら、それを踏まえた抱負を記載してください。
５．鳥取大学医学部にご赴任になった場合の教室の運営方針
６．その他参考となる事項（これまでに査読した論文の雑誌名など。履歴書および研究業績目録の記載内容との重複は避ける。）

